
News Release 株式会社ベガハウス
2022年1月24日

木工の町・福岡県大川市の老舗工房と家具デザイナーで共同開発 
桐ダンスの伝統技術とモダンデザインを融合させた火鉢 
自宅時間を豊かに 日本人の暮らしを見直す“こころの贅沢品” 

「箱火鉢&箱膳」1/24(月)発売開始
 　鹿児島エリアで注文住宅を手掛ける工務店〈株式会社ベガハウス〉（本社:鹿児島市石谷町、代表取
締役:大迫学）は、1月24日(月)に、桐ダンスをつくる伝統技術とモダンデザインを融合させた
「箱火鉢&箱膳」を発売いたします。

◯「箱火鉢・箱膳」販売サイト DESIGN CASE by VEGAHOUSE  
https://vega-design.shop-pro.jp/ 
◯プロダクト制作協力〈境木工〉（福岡） 
https://sakaimokko.jp/ 
◯家具デザイナー村澤一晃（参考記事） 
https://www.vegahouse.biz/blog/200915murasawa/

〈本件に関する報道関係者様のお問合せ先〉
株式会社ベガハウス 広報担当：塚本

TEL:099-295-0788 携帯:080-2706-7167 MAIL：tsukamoto@vegahouse.biz 

〈木工の町・福岡県大川で100年以上続く老舗工房の技術を惜しみなく注ぎ込む〉 
製作は〈境木工〉。木工の町として知られる福岡県大川市で創業100年を超える老舗工房です。桐ダ
ンスや民芸家具、指物家具（釘を使わず組み立てる家具）に優れた技術・ノウハウを持ち、この「箱
火鉢」にもその実力が遺憾なく発揮されています。
〈日本各地の工房の特性を活かす“旅する家具デザイナー”・村澤一晃氏のデザイン〉 
デザインを手掛けたのは村澤一晃氏。日本各地を渡り歩き、その土地の風土、根付いている技術・工
法などを丁寧に掘り起こし、デザインに反映させる“旅する家具デザイ 
ナー”です。今回は日本人の暮らしに寄り添い、継承されてきた火鉢を 
現代の暮らしに合わせた形・カラーリングにリファインさせました。

〈炭火の穏やかなぬくもり。茶の湯や干物を少人数で嗜む“こころの贅沢品”〉 
「箱火鉢」はその名の通り、持ち運びできる箱型の火鉢です。畳でもフローリングでも、お好きな場
所で炭火を楽しめます。床座で、心落ち着くひとりの時間を。ごく親しい方と豊かなコミュニケー
ションを。炭火で沸かした茶の湯や燗酒、炙った干物や餅は格別。“こころの贅沢品”です。
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会社概要「ベガハウス」について

「暮らしを建てる」をコンセプトに、注文住宅を手掛ける工務店。建築家・伊礼智氏にも認め
られた住宅は、全国紙や建築専門誌にも度々取り上げられている。鹿児島県下に400棟の実
績。

前身である〈株式会社徳栄建設〉は1986年創業。当初は鉄筋コンクリート造のマンションや
ローコスト住宅を手掛けていたが、住まい手の想いに答えられない建築に疑問を抱く。

いつまでも色褪せず、愛着を持って暮らしてもらえる。施主からその子世帯へ受け継がれるよ
うな、高品質な木造住宅にシフトするため、2000年、〈木造事業部ベガハウス〉開設。
2012年には正式に社名を〈株式会社ベガハウス〉に変更。弊社の手掛けた住宅建築は、同業で
ある全国各地の工務店から評判を集めた。建築雑誌「モダンリビング」が主催するHQB認定に
おいて、「ハイクオリティビルド」の認定も取得した。

現在も、施主との絆を深める8ヶ月おきのアフター定期訪問「ベガイク」や、著名な家具デザ
イナー・建築家を招いての「社内ワークショップ」、お弁当作りからキッチン設計を考える「ベ
ガ弁」など社員教育に力を入れ、「長く愛着を持って住み継がれる家づくり」を徹底、継承し
ている。

公式サイト：https://www.vegahouse.biz/
ブログ：https://www.vegahouse.biz/blog/
Instagram：@vega_house（https://www.instagram.com/vega_house/）
twitter：https://twitter.com/vegahouse_tsuka
youtube：https://www.youtube.com/channel/UC-QwQnowP6zNnTH_TZ-rr1A

1965 年、東京生まれ。家具やインテリア、建築のデザインや製
作、施工技術を学べるデザイン専門学校・ICS カレッジオブ
アーツを卒業。垂見健三デザイン事務所を経て1989 年イタリア
に留学する。1990年よりミラノにあるセルジオ・カラトローニ
デザイン建築事務所に勤務。家具のデザインのほか、インテリ
アデザインや展示会場の構成を手がけていた。

1994 年、ムラサワデザインを開設。「現場での開発」を開発理
念とし、また、「デザインは生活や行動のすべての中にある」
を信条としてデスクで図面を描くのがデザインではないことを実
践。国内外の工場を歩き回り、道を歩くときや飛行機で移動す
るとき、稼働する工場を見つめるとき、誰かとする会話の中な
どからデザインを紡ぎ出し、地域の特性を活かした家具の開発
を中心に活動している。

家具デザイナー・村澤一晃 プロフィール


